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快
適
な
生
活
を
支
え
る
水

　

現
在
、
日
本
の
家
庭
で
は
、
１
人
が
１

日
あ
た
り
平
均
し
て
２
５
０
～
３
０
０
ℓ

の
水
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
な
使
用
目
的
は
次
の
と
お
り

で
、
水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

1位 トイレ(28％)

2位 風　呂(24％)

3位 炊　事(23％)

4位 洗　濯(17％)

5位 その他(  8％)

　

 

日
本
の
水
事
情

　

｢

日
本
は
水
が
豊
富
な
国
で
す
か
?｣

と
い
う
質
問
を
さ
れ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
答
え
る
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら

く
水
が
豊
富
な
国
だ
と
答
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

確
か
に
日
本
の
年
平
均
降
水
量
は
約

１
，７
０
０
mm
と
、
世
界
平
均
の
約
2
倍

に
達
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は

蒸
発
、
蒸
散
し
て
し
ま
う
水
が
多
く
、
人

が
利
用
で
き
る
年
間
水
資
源
量
は
人
口
１

人
あ
た
り
で
３
，３
０
０
㎥
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
世
界
平
均
の
半
分
以
下
の

数
値
で
す
。

　

実
際
、
毎
年
夏
に
は
、
全
国
各
地
で
水

不
足
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
日

本
は
決
し
て
水
の
豊
か
な
国
で
は
な
い
の

で
す
。

　

 

地
球
温
暖
化
が
水
に
あ
た
え
る
影
響

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
水
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
次
の
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
想
は
、
す
で
に
現
実
の
も

の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
日
本
の
年
平
均
降
水
量
は
年
ご

と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
水
不
足
が
発
生

す
る
回
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
局
地
的
に
短
時
間
で
強
い
雨
が

降
る｢

ゲ
リ
ラ
豪
雨｣

に
よ
る
被
害
も
、

ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
は
、
私
た
ち
か
ら
水
を
奪

う
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
災
害
を
も
た
ら

す
可
能
性
を
も
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

　

 

水
を
大
切
に
使
い
、
温
暖
化
を
防
ご
う

　

私
た
ち
の
家
庭
に
水
が
届
く
ま
で
に

は
、
浄
水
場
や
下
水
処
理
場
、
各
家
庭
へ

の
送
水
等
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
電
力
が
消
費

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
大
量
の
CO

が
排
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

家
庭
か
ら
出
る
CO
の
約
４
割
は
、
水
ま
わ

り
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
資
源
で
あ
る
水
を
大
切
に
使

い
、
CO
の
排
出
量
を
減
ら
し
て
地
球
温
暖

化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〈家庭内での
　　　水の使用目的別順位〉

※(　)は全体に占める割合 
※一般家庭水使用目的別実態調査
　(東京都水道局)から引用

　

雨
の
降
ら
な
い
日
が
続
き
、
水

不
足
に
陥
る
地
域
が
増
え
る
。

　

ま
た
、
大
雨
の
日
が
増
え
、
洪

水
等
の
水
害
が
増
え
る
。

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
海
水
の
蒸

発
量
が
増
え
、
大
気
中
の
水
蒸
気

量
が
増
え
る
。

　

そ
れ
に
よ
り
台
風
の
強
度
が
増

す
。
ま
た
は
集
中
豪
雨
の
回
数･

強
度
が
増
す
。

予
想
1

予
想
2

↑平成16年に起きた福井豪雨

◆
洗
面
所
で･･･

　

洗
顔･

歯
み
が
き
時
の
水
は
こ
ま
め
に

　

止
め
る

◆
お
風
呂
で･･･

　

シ
ャ
ワ
ー
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

◆
洗
濯
で･･･

　

洗
濯
物
は
ま
と
め
て
洗
う

◆
ト
イ
レ
で･･･

　

必
要
以
上
に
水
を
流
さ
な
い

◆
台
所
で･･･

　

食
器
や
調
理
器
具
に
つ
い
た
油
汚
れ
を

　

そ
の
ま
ま
流
さ
な
い

※
下
水
処
理
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す

水
の
使
い
方
に
気
を
つ
け
よ
う

2

2

2

地
球
温
暖
化

と

不

足

水

水

の

災

害

が
も
た
ら
す
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、2月18日から3月17日までの美浜発電所
の状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

　
　
　
　
　

  (

平
成
22
年
11
月
19
日
～)

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
22
年
4
月
16
日
～
）

美
浜
2
号
機

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～

平
成
23
年
4
月
下
旬
予
定
）

福
島
第
一･

二
原
子
力
発
電
所
事
故
を
受
け

各
事
業
者
へ
安
全
対
策
等
を
要
請

　

3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
頃
、
三
陸
沖

で
国
内
観
測
史
上
最
大(

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
9･

0)

と
な
る
巨
大
地
震
が
発
生
し
、

東
北
地
方
を
中
心
に
想
定
を
超
え
る
津
波

が
押
し
寄
せ
、
建
物
の
倒
壊
や
火
災
、
土

砂
崩
れ
、
そ
れ
に
伴
い
多
く
の
死
傷
者
や

行
方
不
明
者
が
出
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
地
震
の
発
生
と
と
も
に
宮

城
、
福
島
、
茨
城
県
に
立
地
す
る
運
転
中

の
原
子
力
発
電
所
で
は
、
原
子
炉
が
自
動

停
止
し
た
も
の
の
、
東
京
電
力
㈱
の
福
島

第
一･

二
原
子
力
発
電
所
で
は
、
原
子
炉

を
制
御
す
る
た
め
の
電
力
供
給
が
停
止

し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
設
置
し

て
い
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
も
機

能
し
な
い
こ
と
か
ら
、
原
子
炉
の
冷
却
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
原

子
炉
内
の
燃
料
が
損
傷
し
、
水
素
が
発
生

し
た
こ
と
で
爆
発
を
起
こ
し
、
建
屋
の
一

部
を
損
壊
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
故
は
、
放
射
性
物
質
が
周
辺
環

境
へ
放
出
さ
れ
る
原
子
力
災
害
と
な
り
、

周
辺
住
民
が
20
㎞
以
遠
へ
避
難
す
る
と
い

う
非
常
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
な

お
、
政
府
、
自
治
体
に
加
え
消
防
、
警

察
、
自
衛
隊
、
米
軍
等
が
事
態
を
収
束
さ

せ
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
地
震
直
後
か
ら
幹
部
会
議
を

開
催
し
、
情
報
の
収
集
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
検
討
を
す
る
と
と
も
に
、
関
西
電

力
㈱
を
呼
び
、
発
電
所
の
事
故
や
災
害
へ

の
備
え
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
聴
取
し

ま
し
た
。
16
日
午
後
に
は
、
山
口
町
長

が
、
美
浜
発
電
所
に
赴
き
事
故
の
発
端
と

な
っ
た｢

冷
や
す｣

機
能
に
つ
い
て
、
現
状

で
の
安
全
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
口
町
長
が
会
長
を
務
め
る
福

井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協
議
会
で

は
、
14
日
午
後
、
会
員
で
あ
る
県
内
原
子

力
発
電
所
立
地
の
市
長
及
び
町
長
を
町
役

場
に
緊
急
招
集
す
る
と
と
も
に
、
関
西
電

力
㈱
を
は
じ
め
、
日
本
原
子
力
発
電
㈱
、

(

独)

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
対
し

て
次
の
事
項
を
要
請
し
ま
し
た
。

︻ 

要
請
事
項 

︼

● 

東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
及
び
第
二
原
子
力
発
電
所
で
発
生
し
た

異
常
事
象
に
つ
い
て
、
迅
速
に
原
因
等
の

状
況
把
握
を
行
い
、
住
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
必
要
な
対
策
を
早
急
に
講
じ
る

こ
と
。

● 
各
プ
ラ
ン
ト
に
お
い
て
、い
か
な
る
事

態
に
対
し
て
も｢

止
め
る｣｢

冷
や
す｣｢

閉

じ
込
め
る｣
の
安
全
を
守
る
仕
組
み
が
確

実
に
機
能
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

● 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
そ
の
状
況
を
市

町
に
報
告
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
住

民
に
も
分
か
り
や
す
く
周
知
す
る
こ
と
。

● 

住
民
の
不
安
に
対
し
て
、
真
摯
に
、か

つ
迅
速
、丁
寧
に
対
応
い
た
だ
く
こ
と
。

　

こ
れ
を
受
け
て
各
事
業
者
は
、｢

今
回
の

事
故
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
早
急
に
安
全

確
認
を
実
施
す
る
と
と
も
に
で
き
る
対
策

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。｣

と
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
全
国
原
子
力
発
電
所

所
在
市
町
村
協
議
会(

会
長･

河
瀬
敦
賀
市

長)

か
ら
要
請
を
受
け
、
備
蓄
し
て
い
る

飲
料
水
や
毛
布
、
食
料(

お
か
ゆ)

を
当
協

議
会
事
務
局
の
敦
賀
市
と
と
も
に
宮
城
県

石
巻
市
へ
救
援
物
資
と
し
て
届
け
て
い
ま

す
。

↑福井県原子力発電所所在市町協議会で3事業者に安全確保対策の確
　認を要請


